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わが国で国の事業として土壌図作 りが始められたのは明治の 10年代である。明治政府は ,

明治 15(1982)年 11月 ,農商務省地質調査所土性課に ドイツから農林地質学者マックス・フ

ェスカを招き,国別土性調査を開始 した。そして最初に完成 したのが 「大 日本甲斐国土性図」

(明 治 18(1985)年 )で ある。フェスカは,12年間滞在の後,明 治 27(1894)年 に帰国した。

フェスカ帰国後 も彼の弟子および弟子の弟子たちによつてこの事業は引き継がれ,昭和 12

(1937)年 に陸奥国を除く全国の土性図が完成 した。最後の陸奥国 (青森県)が完成 したのは

戦後の昭和 23(1948)年 であつた。 この間,明 治 38(1905)年 に,こ の事業は地質調査所土

性課から当所の母体である農事試験場 (明 治 26年設立)土性部に移管された。農事試験場で

は,国別土性図のほかに朝鮮土性図や大 日本土性略図の編纂も行なわれた。

地質調査所および農事試験場で作製 された土性図の目録を表 1～ 3に示 した。これ らのうち,

残念ながら当所に所蔵 していない国別土性図は,地質調査所で発行 した阿波国,出雲・岩見・

隠岐,大隅 0薩摩,大隅国諸島,肥前国東北部である。この うち阿波国と出雲・岩見・隠岐は

説明書が存在することから,土性図の欠落は明らかである。しかし,大隅・薩摩,大隅国諸島 ,

肥前国東北部については,後 に農事試験場でも発行 されている。大 日本土性略図は関豊太郎に

よって全国を 16に分割 して編纂されたものであるが,第 6葉 と第 9～ 16葉 が欠落 している。

マックス・フェスカと日本各地の上性図については,農環研ニュース No.53～ 54に紹介さ

れているので参考にされたい。

これ らの土壌図は,土性図と称 されるように土性 (砂 ,シル ト,粘土の重量割合で区分され

た粒径組成)と 地質で区分されている。いわゆる農林地質図の一種である。土壌を独立した自

然体 としてとらえる近代土壌学は,ち ょうどフェスカが 日本に滞在 していた 19世紀末にロシ

アの V.V.ド クチャーエフ (1846～ 1903)に よつて創始された。その後,こ のロシア学派の土

壌観は世界に広がり,今 日の土壌学の基礎をなしている。 日本にもヨーロッパやアメリカを通

じて通過国の土壌観をミックスしながら,あ るいはロシアから直接伝えられた。今 日の土壌分

類体系である農耕地土壌分類や林野土壌分類は,近代土壌学の考え方に基づいて作られ,戦後

の上壌図はこれ らの分類体系にしたがつて作製 されている。 したがつて, 日録の土性図は,戦

前にわが国で唯一の土壌図としてその役割を果たし,今 日の土壌調査・分類研究を支えてきた

歴史的遺産である。
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表 1 国別土性図 (そ の 1)

番

号
土性図名

土 性 図

発行年月

説明書

発行年
発行所 調査担当者 製図担当者 葉数

図葉

所蔵

セッ

ト

集合
図所
蔵数
(軸内
数)

説明

書所

蔵数

備考

1

甲斐国 明治18年 明治20年 地質調査所 恒藤規隆。

大内元・フェ

スカ

市原正秀
l 10万分の1

下野国東部 明治19年 明治21年 地質調査所 青山元・高
橋昌。フェス

市原正秀
10万分の 1

3
相模全図武蔵国
南部

明治20年 明治21年 地質調査所 渡邊朔。今

井秀之助・

フェスカ

吉田晋・市

原正秀 10万分の 1

武蔵国北部 明治21年 明治21年 地質調査所 恒藤規隆・

フェスカ
菅沼盈之

1 2 10万分の 1

信濃国 明治23年 明治23年 地質調査所 松岡操。今

井秀之助・

フェスカ

菅沼盈之。

鈴木民作 1 1 10万分の 1

安房上総全国。

下総国南菩R

明治23年 明治23年 地質調査所 鳴下松次
良5。 フェスカ

吉田晋
1 1 10万分の1

7
下野国西部 明治23年 明治 23年 地質調査所 青山元・フェ

スカ
高麗虎

1 1 10万分の 1

陸前全国。磐城
□ J「書ス

明治23年 明治24年 地質調査所 恒藤規隆・

フェスカ
吉田晋

2 10万分の 1

岩代全国。磐城
国南剖

明治23年 明治24年 地質調査所 鴨下松次
郎・フェスカ

高麗虎
10万 分の 1

上野国 明治24年 明治24年 地質調査所 松岡操・フェ

スカ
吉田晋

1 10万分の 1

肥後国 明治24年 明治24年 地質調査所 恒藤規隆・

フェスカ
東京製図会
朴 昌調 整

10万分の 1

1
常陸全国。下総
国北部

明治24年 明治25年 地質調査所 平 田孝次
郎 。フェスカ

東京製 図会
朴 昌調彗

1 10万分の 1

1
備後。安芸 明治25年 明治25年 地質調査所 山中壽爾・

フェスカ
鈴木民作 10万分の 1

1
因幡・伯者 明治25年 明治25年 地質調査所 早川元次

郎。フェスカ
高麗虎

2 10万分の 1

1

陸中国 明治25年 明治26年 地質調査所 青山元。′」ヽ

林房次郎・

フェスカ

吉田晋
10万分の1

加賀・能登 明治25年 明治26年 地質調査所 三成文一

郎。フェスカ

若林平二郎
1 10万分の1

周防。長門 明治26年 明治29年 地質調査所 東條平二

郎。フェスカ

吉 田晋
l 10万分の 1

河内。和泉全国。

摂津国東部
明治26年 明治26年 地質調査所 松岡操 。フェ

スカ
高麗虎

2 10万分の 1

阿波国 明治26年 明治26年 地質調査所 鴨下松次
自5。 フェスカ

高麗虎
10万分の 1

壱岐。対馬全国。

肥前国西南部
明治26年 明治26年 地質調査所 小林房次

郎。フェスカ
吉田晋

1 10万分の 1

若狭・越前 明治27年 明治27年 地質調査所 早り|1元 次

虫6。 フェスカ

吉田晋
10万分の1

近江国 明治27年 明治27年 地質調査所 鴨下松次
郎・フェスカ

高麗虎 10万分の1

出雲・石見・隠岐 明治27年 明治28年 地質調査所 三成文一

郎・フェスカ
高麗虎

2 10万分の 1

讃峙 国 明治28年 明治 28年 lll」暫調杏所 松岡操 鈴木清忠 1 10万 分の 1

豊後全国・豊前
国東南部

明治28年 明治37年 地質調査所 山中壽爾・

恒藤規隆。

フェスカ

佐々木信
堅。高麗虎 1 10万分の1

遠江・駿河・伊豆 明治28年 明治30年 地質調査所 新荘二郎・

松岡操・フェ

スカ

高麗虎
10万分の1

羽後国 明治29年 明治 30年 lllJ笛 調 杏 所 鴨 下松 次郎 吉 円晋 10万分 の 1

尾張・三河 明治29年 明治30年 地質調査所 三成文一郎 高麗虎・鈴
木清忠

10万分の 1
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表 1 国別土性図 (そ の 2)

番

号
土性図名

土 性 図

発行年月

説明書

発行年
発行所 調査担当者 製図担当者 葉数

図葉

所蔵
セッ

ト

集合

図所

蔵数

(軸 内

数 )

説明

書所

蔵数

備 考

尾張・三河 明治29年 明治30年 地質調査所 三成文一郎 高麗虎・鈴
木清忠

10万分の1

播磨・但馬・淡路

全国。摂津西部・

丹波国西南部

明治29年 明治30年 地質調査所 小林房次郎 高麗虎
10万分の 1

大隅・薩摩 明治30年 明治30年 地質調査所 早り|1元次郎 古同並
日田

膚

士
口
一戦
一

10万分の1

大隅国諸島 明治30年 明治30年 地質調査所 早川元次郎 吉 田晋・高
函虐

10万分の 1

大和国 明治30年 明治31年 地質調査所 松岡操 吉 田晋 10万分 の 1

日向国 明治30年 明治36年 地質調査所 三成文一

郎・恒藤規

隆

高麗虎

1 10万分の1

美作・備前。備中 明治31年 明治34年 地質調査所 松岡操 吉 田晋 。高
函虐

l 10万分の1

羽前全国・羽後
国飽海剖

明治32年 明治34年 地質調査所 鴨下松次郎 吉同並日田
虐

士
口
一麗
一

1 l 10万分の1

越中国 明治33年 明治37年 地質調査所 三成文一

郎。小林房

次郎・鈴木

重助

高麗虎

1 10万分の 1

月Ptti[コ 撲rJヒ菩R 明治36年 明治 37年 地暫調杏所 松岡操 体 々 大 信 堅 10万分の 1

十佐 国西南部 明治40年 3月 豊事試験場 鴨T松次郎 体 々 大 信 堅 10万分の 1

誠後国西南部 明治43年 3月 農事試験場 三成文一郎 体 々 外(イ言堅 10万分の 1

筑前・筑後・豊前
日両 Jヒ辛R

明治43年 3月 農事試験場 小林房次郎 佐々木信堅
1 10万分の1

越後国東北部・

佐清□
明治44年 3月 農事試験場 三成文一郎 佐々木信堅 10万分の1

旧 前 国 東 Jヒ菩ζ 明治 45年 3月 農事試験場 三成文一郎 体 々 太 イ言堅 10万分 の 1

大 隠 □ 諸 島 明治45年 3月 農事試験場 鴨下松次郎 体 々 林(イ言堅 20フデ/77Nσ
D l

大隅薩摩国 明治45年 3月 農事試験場 嘱鳥
~F木

公とk良6 佐 々木 信 堅 10万分の 1

山城丹後全国及

丹波国東北部

明治45年 3月 農事試験場 小林房次郎 佐々木信堅
1 10万分の1

十佐 国東 Jヒ 部 明治 45年 3月 農事試験場 鳴下松次郎 14‐ 々木信堅 10万分 の 1

升予 国東北部 大IE 2年 3月 事試 験場 三成文一郎 10万分 の 1

伊予国西南部 大13年 3月 島事試 験 場 =威 す 一 郎 佐 々木 イ言堅 10万分 の 1

和歌 山県 大正9年 10月 農事試験場 三成文一

郎・監入松

二郎・櫻井

浚亮

佐々木信堅

10万分の1

島根 県那賀郡 大正 12年 3月 豊専試 験場 三成文一郎 佐 々大信 堅 10万分の 1

岐阜県美濃国 日召不日4年 3月 農事試験場 三成文一

郎・櫻井浚
幕・甲鳥下寛

佐々木信堅
9 ] 10万分の1

岐阜県飛騨国 日召不日7年弓月 農事試験場 鴨下寛・岡

田俊次

佐 々木信

堅・吉田篤
オ

C 10万分の 1

二重県北部(伊

智全国。伊勢 Jレ

日召不日10年6月 農事試験場 鴨下寛・岡
田枠次

吉田篤次 10万分の1

二重県南部 (伊

勢国南部・志摩

全国・糸己伊国南
Jヒ 牟碁那 )

日召不日12年 3月 農事試験場 鴨下寛・岡

田俊次

吉田篤次

1 10万 分の 1

青森 県 昭和 23年 農事試験場 鴨下寛 吉「ll筐次 10万 分 の 1
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表 2 朝鮮土性図

番

号
土性図名

土 性 図

発行年月

説明書

発行年
発行所 調査担当者 製図担当者 葉数

図葉

所蔵
セッ

ト

集合

図所

蔵数

(軸 内

数 )

説明

書所

蔵数

備 考

1

朝鮮土性図 明治44年 3月 農事試験場 鴨下松次
郎・三成文
一郎・/Jヽ 林

房次郎・鈴
木重礼

1 50万分の1

表 3 大 日本 土性 略図

番

号
土性図名

土 性 図

発行年月

説明書

発行年
発行所 調査担当者 製図担当者 葉 数

図葉

所蔵
セッ

ト

集合

図所

蔵数

(軸内

数 )

説明

書所

蔵数

備 考

1

大日本土性略図
第1葉

農事試験場 関 豊太郎
50万分の 1

大 日本土性略図
第2糞

大正 13年 3月 農事試験場 関 豊太郎 佐々木信堅
33(1 50万分の1

大日本土性略図
第3葉

大正 13年 6月 農事試験場 関 豊太郎 佐々木信堅
33(1 50万 分の 1

大日本土性略図
第4葉

大正14年 1月 農事試験場 関 豊太郎 佐々木信堅
32(1 50万分の1

5
大 日本土性略図
筆ら菫

大正14年 5月 農事試験場 関 豊太郎 佐々木信堅
33(1 50万分の 1

大 日本土性略図
笛6華

農事試験場 関 豊太郎 50万分の 1

大 日本土性略図
第7糞

大正 15年 7月 農事試験場 関 豊太郎 佐々木信堅
50万分の 1

大日本土性略図
第8葉

大正 15年 3月 農事試験場 関 豊太郎 佐々木信堅
29(1 50万分の1

大 日本土性略図
第9葉

農事試験場 関 豊太郎 50万分の1

1
大日本土性略図
第lo葉

農事試験場 関 豊太郎 50万 分の 1

大 日本土性略図
筆 11華

農事試験場 関 豊太郎 50万分の 1

大 日本土性略図
第12葉

農事試験場 関 豊太郎 50万分の 1

1
大 日本土性略図
第 13葉

農事試験場 関 豊太郎 50万分の 1

l
大 日本土性略図
第14葉

農事試験場 関 豊太郎 50万分の 1

大 日本土性略図
第15葉

農事試験場 関 豊太郎 50万分の1

1
大 日本土性略図
第16葉

農事試験場 関 豊太郎 50万分の 1

大 日本土性略図

`全

国 )

農事試験場 関 豊太郎 500万 分の

1

問合せ先

農業環境インベン トリーセンター 土壌分類研究室 中井 信

電話 :0298-38-8353,E―mJl:nak面 mkt@」 aeS・ affrc.gojp
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